	開催セミナー

	第65回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年6月17日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	グランフロント大阪　タワーＡ31階

マイナビ　セミナールーム

	講　演　者

	下川麻紀氏（「自然派農園しもかわ」経営者）、俵本美和氏（うし匠 俵本」経営者）

	タイトル
	～頑張る奈良の農業女子～

	内容
	奈良県で農業・畜産業を営まれておられる女性経営者の方2名のプレゼンテーションでした。おふた方とも、未経験で会社員から農業・畜産業に転じ、作物や家畜に対するこだわりや最終消費者への強い想いを軸に事業を展開され、活躍されている方でした。
1． 下川麻紀氏（奈良県内で「自然派農園しもかわ」経営者）
今までの事業の変遷を元に、どのように事業構築されたか、強みを作られたか、そして今後の展望などについてお話をされました。
１）概要
嫁ぎ先の農家で農業と出会い、「家族に農薬を使っていない野菜を食べさせたい」との思いから始めた「農薬不使用・減化学肥料」の作物を栽培されています。奈良県内の農業関係者と強いネットワークを築き、一歩一歩階段を上がるよう段階的なステップで事業を充実させ強みを作ってこられました。
２）事業の変遷
嫁ぎ先の2反の畑の手伝いから始め、自力で書物などから知識を得て野菜の栽培を覚え、自ら市場に売り込みをするなど、現場で土にまみれながら課題をひとつひとつ解決されていきました。そして家族を養う責任感から、利益を出すための農業経営の採算や農作物の流通に課題意識を持ち、農業大学（シニアファーマー）に通われ農業経営の基礎を学ばれました。
その後、奈良の農業を基盤とした女性起業家の集団である「和母」に参加されました。この時、農業のみならずそれを利用する飲食業の方や、そこにかかわる行政の方々とのネットワークを構築し、アドバイスや刺激を受け、新しい作物のアイデアや新しい事業のきっかけなどを得てこられました。
現在では、「れんこんの下川さん」と呼ばれるほど自社のブランドの一部ともなった「つついれこん」や、「カーボロ・ネロ」などのヨーロッパ野菜の栽培を中心に、ハーブの一種である「大和トウキ」や介護食のなどの新商品開発にも尽力されています。また、農作業の為の人手不足を補うために「畑ヘルパー倶楽部」の利用やグリーンツーリズム「TABICA」から農業体験を募るなどの工夫をされています。さらに子供の農業体験なども実施して地域への農業への理解を深めるなど、農業経営のみならず地域貢献も含めた幅広い活動をなさっています。
これらの活動を通じ、「ひとと接して農業を営むこと」に喜びを感じておられ、農業体験などを通じてコミュニティができればと考えていらっしゃいます。
３）事業の特徴
「安全で安心な農作物」という最終消費者への思いを理念に、「農薬不使用・減化学肥料」の野菜を一貫して生産、それを「自然派農園しもかわ」のブランド育成の柱にしておられます。
常に課題意識を持つこと、前向きに一歩一歩段階を経て進めること、をご自身の経営者としての強みとし、事業を充実してこられていると見受けました。
シニアファーマーで出会った五條の田中農園さんの美しい作物を見て、「見栄えが良い“きれいな”野菜を売れないか」と思って始めたヨーロッパ野菜を主軸製品の一つに置き、「ほかと違う変わったきれいで変わった野菜を扱う」ということを強みとして、レストランなどへ向けマーケットを鋭意開拓しておられます。
「和母」、「TABIC」、「畑ヘルパー倶楽部」、行政、農業大学の関係者、などで強いネットワークを築き、弱点の補完や新しいアイデアの取得などを行い、一人ではできないことをネットワークの力を借りてできる、という強みをもっておられると見受けます。
2． 俵本美和氏（奈良県内で「うし匠 俵本」経営者）
事業のご紹介と、強みやご自身の事業に対するお考えなどをお話されました。
1） 概要
「ユ―ザーファースト」をモットーに、よりよい環境で育成した家畜から質の高い食肉を提供しておられます。
実家の事業である畜産を承継されました。　始めは慣れない仕事で苦労したが、現場で家畜に対峙しながら飼育しながら理解を深め、事業はお客さんからの高い評価を受けるに至っています。　今はさらなる事業の成長に取り組んでいらっしゃいます。
よい環境でじっくりと牛を育てることを心がけながら、種付けから飼育販売まで一貫生産を行っておられます。育成期間を30か月と通常より長くゆっくりと飼育し、飼料にも多くの工夫を凝らしています。　さらに、一貫生産の強みを生かして、常に経験豊かな飼育者の目で直接家畜を見守り、健康な状態を維持させながら飼育していらっしゃいます。その結果100％自家飼育のＡ５ランク黒毛和牛の高級和牛を産出し、それは奈良県プレミアムセレクトの大和牛としても認定されています。（実際の肉の断面図の写真なども紹介されていました）。
また、奈良県内では唯一の馬肉の提供者として独自の地位を確立しておられ、今後も拡張を検討されていらっしゃいます。放牧でのびのびと育てられた馬肉を出荷してらっしゃいます。　
牛ホルモンなど肉製品の開発や、牛馬肉の直営店での販売で、消費者への直販も行っています。月に3日のみ営業をする直営店は、県外や遠方からも問い合わせがある評判の店舗となっています。
2） 事業の特徴
「ユ―ザーファースト」という最終消費者への思いを理念に、高品質の牛肉・馬肉を提供していらっしゃいます。
一貫生産により、常に家畜に対して愛情を注ぎ、健康な状態で管理して飼育することを可能にし、高品質な製品を生産していらっしゃいます。
奈良県唯一の馬肉生産者であり、その強みを利用し新しい事業の柱を模索していらっしゃいます。
直営店はWebなどを通じて県外などの遠隔地からも反応や来客があり、今後のマーケット拡大の可能性をもっていらっしゃると見受けした。
ご自身の海外経験より、「海外の人々にもおいしい肉を提供したい」という夢をお持ちで、それを強いモチベーションとし事業を高いレベルで推進する力とされていると見受けました。
3． 筆者所感
いずれの経営者の方も、最終消費者を見据えた目線と、生産物への強いこだわりをお持ちでそれらが事業の充実をもたらしているのが特徴的でした。「しもかわ農園」様の強いネットワーク力と人の力を信じる思い、「うし匠 俵本」様のブランド構築・維持力とそこへ向けたたゆまぬ努力に、非常に感銘を受けました。
以上
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